
障障
しょうし ょ う

がいがい者者
し ゃし ゃ

虐虐
ぎ ゃ く た いぎ ゃ く た い

待待とと思思お もお も

ったらったらすぐにすぐに相相
そ う だ んそ う だ ん

談談をを
12月

がつ

3日
か

～ 9日
か

は「障
しょうがいしゃしゅうかん

害者週間」

障
しょう
がい者

しゃ
虐
ぎゃくたい
待では、虐

ぎゃくたい
待をしている人

ひと
にその認

にんしき
識

がない、また、虐
ぎゃくたい
待されている人

ひと
がそう認

にんしき
識できず

被
ひ
害
がい
を訴
うった
えない場

ば
合
あい
があります。

問
とい
福
ふく し
祉・児

じどう
童課

か
（すこやか内

ない
）　☎87 ｰ 0777

　※休
きゅうじつ
日夜

やか ん
間（緊

きんきゅう
急通
つうほう
報のみ受

うけつけ
付）☎88 ｰ 1111

虐
ぎゃくたい

待されていませんか？ 見
み

たことありませんか？
身
しんたいてき
体的虐

ぎゃくたい
待の例

れい

・たたかれる、なぐられる、けられる
・手

て
や足
あし
をしばられる

・過
かじょう
剰な薬

くすり
で身

から だ
体の動

うご
きをおさえる

心
しんり
理的
てき
虐
ぎゃくたい
待の例

れい

・どなられる、悪
わるぐち
口やひどいことを言

い
われる

・仲
なかま
間はずれにさせられる

・他
ほか
の人
ひと
の前
まえ
でばかにされる

性
せいてき
的虐
ぎゃくたい
待の例

れい

・わいせつな行
こうい
為をする、させる

・裸
はだか
にする

ネグレクト（放
ほうき
棄・放

ほうち
置）の例

れい

・ごはんやトイレの世
せ わ
話をしない

・入
にゅうよく
浴させなかったり衣

いふく
服を取

と
り替

か
えない

・必
ひつよう
要な治

ちりょう
療や福

ふくし
祉サービスを受

う
けさせない

経
けいざいてき
済的虐

ぎゃくたい
待の例

れい

・年
ねんきん
金や預

よ
金
きん
を無

む
断
だん
で使

し
用
よう
する

・年
ねんきん
金や賃

ちんぎん
金を管

かん
理
り
して渡

わた
さない

身
しんたいてき
体的虐

ぎゃくたい
待のサイン

・身
からだ
体に傷

きず
・あざ・やけどなどが頻

ひんぱん
繁にみられる

・急
きゅう
におびえたり、こわがったりする　

・「蹴
け
られる」「家

いえ
に帰
かえ
りたくない」などの訴

うった
えがある

心
しんり
理的
てき
虐
ぎゃくたい
待のサイン

・かきむしり、かみつきなど態
たいど
度が攻

こうげきてき
撃的

・ 過
か ど
度におびえる、わめく、泣

な
くなどのパニック症

しょう
状
じょう

・あきらめ、なげやりな様
ようす
子、表

ひょうじょう
情がなくなる

性
せいてき
的虐
ぎゃくたい
待のサイン

・異
いせい
性に対

たい
しておびえる

・性
せいき
器の痛

いた
みやかゆみを訴

うった
える

ネグレクトのサイン
・部

へ や
屋が不

ふ
衛
えいせい
生で異

いしゅう
臭がする

・ずっと同
おな
じ服
ふく
や下
した
着
ぎ
を着

き
ている

・身
からだ
体が汚

よご
れている、過

か ど
度に空

くうふく
腹を訴

うった
える

経
けいざいてき
済的虐

ぎゃくたい
待のサイン

・日
にちじょう
常生

せいかつ
活に必

ひつよう
要な金

きんせん
銭を渡

わた
されてない

・サービスの利
り
用
よう
料
りょう
や生
せいかつ
活費

ひ
の支

し
払
はら
いができない

相相
そ う だ んそ う だ ん

談談窓窓
ま ど ぐ ちま ど ぐ ち

口口・・相相
そ う だ ん い んそ う だ ん い ん

談談員員のごのご紹紹
しょうかいしょうかい

介介（（敬敬
けいしょうりゃくけいしょうりゃく

称称略略））

市
し
役
やくしょ
所や下

か き
記の相

そうだんまどぐち
談窓口など、身

みぢか
近な人

ひと
にお気

きがる
軽に相

そうだん
談してください。

■勝
かつやま
山市

し
障
しょうがいしゃ
害者生

せいかつ
活支

しえ ん
援センター
（すこやか内

ない
）☎87 ｰ 0600

障
しょう
がいのある方

かた
や児

じ
童
どう
、ご家

か
族
ぞく
の方

かた
が安

あんしん
心して生

せい

活
かつ
できるように、さまざまな相

そうだん
談に応

おう
じます。

■障
しょうがいしゃ
害者相

そうだんいん
談員

相
そうだんしゃ
談者の目

め
線
せん
に立

た
った相

そうだん
談・支

し
援
えん
を行
おこな
います。

　　水
みずたに
谷 修

おさむ
（村

むろこ
岡町
ちょう
浄
じょうどじ
土寺） ☎88 ｰ 3481

　　石
いしばし
橋 清

きよみ
美（旭

あさひまち
町2丁

ちょう
目
め
） ☎88 ｰ 2906

■障
しょうがい
害者

しゃ
相
そうだん
談支

し
援
えん
事
じぎょう
業所
しょ

勝
かつやま
山市

し
社
しゃかい
会福

ふく し
祉協
きょうぎかい
議会

障
しょうがいしゃ
害者相

そうだん
談支

しえ ん
援事
じぎょうしょ
業所

郡
こおりまち
町1丁

ちょうめ
目

(すこやか内
ない
)
☎88-1177

九
くずりゅう
頭竜相

そうだん
談支

しえ ん
援事
じぎょうしょ
業所

(九
くずりゅう
頭竜ワークショップ)

旭
あさひまち
町3丁

ちょうめ
目
☎87-6300
☎87-3003

大
だいにちえん
日園相

そうだん
談支

しえ ん
援事
じぎょうしょ
業所 荒

あらど
土町

ちょう
松
まっ た
田 ☎89-3210
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交
通
死
亡
事
故
が
連
続
発
生

10
月
中
に
県
内
で
９
人（
う
ち
勝
山
市
内
３
人
）が
死
亡

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

速
度
を
控
え
る

　

運
転
は
、
運
転
技
術
を
過
信
せ
ず
、
速

度
を
控
え
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
優
先

　

横
断
歩
道
を
通
る
時
は
、
歩
行
者
優
先

で
思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ

う
。

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

　

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
こ
ま
め
に

ハ
イ
ビ
ー
ム
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
方
へ

反
射
材
の
着
用

　

夜
間
は
明
る
い
服
装
で
反
射
材
を
着
用

し
て
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
道
の
利
用

　

近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
場
合
は
、
横

断
歩
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
勝
山
警
察
署

☎
88
‐
０
１
１
０

　

屋
外
で
の
焼
却
行
為
（
野
焼
き
）
は
、煙
、

す
す
、
悪
臭
に
よ
り
、
周
囲
の
人
に
迷
惑

を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
し
、
健
康
被
害

を
引
き
起
こ
し
た
り
、
大
気
汚
染
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
野
焼
き
は
法
律
で
原
則
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と
重
い
処
分

が
科
さ
れ
ま
す
。

処
分
の
内
容

　

法
律
に
違
反
す
る
と
、
燃
え
残
っ
た
も

の
な
ど
の
処
分
代
金
の
他
、
５
年
以
下
の

懲
役
、
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

　

法
人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

例
外
も
あ
り
ま
す
が
、
煙
や
悪
臭
で
周

囲
の
迷
惑
、
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、
必
要
最
小
限
度
の
も
の
と
認
め
ら

れ
な
い
場
合
や
一
般
の
ゴ
ミ
を
一
緒
に
燃

や
し
た
と
い
っ
た
場
合
に
は
野
外
焼
却
は

認
め
ら
れ
ず
、
行
政
指
導
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

①
国
、
地
方
公
共
団
体
が
公
の
施
設
の
管

理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却
②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の

他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

（
災
害
時
の
応
急
対
策
、
火
災
予
防
訓
練
）

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
（
ど

ん
ど
焼
き
な
ど
）

④
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却
（
稲
わ
ら
、
漁
網
に

つ
い
た
水
草
の
焼
却
な
ど
）

⑤
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で

通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ

て
軽
微
な
も
の
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
）

問
環
境
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

注意10
月
中
に
発
生
し
た
死
亡
事
故
（
７
件

９
人
）
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
が
多
い

（
９
人
中
６
人
）

•
高
齢
運
転
者
に
よ
る
も
の
が
多
い

（
７
件
中
５
件
）

•
土
日
の
発
生
が
多
い

（
７
件
中
５
件
）

　

交
通
事
故
は
、
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
交
通
の
危
険
は
身
近
に
潜
ん

で
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

地面で直接物を燃やしたり、ドラム缶
やブロック積み、簡易焼却炉などでゴ
ミを焼却するのは法律違反です
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
婚
活
サ
ポ
ー
ト

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
婚
活
サ
ポ
ー
ト

　

県
が
開
発
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
た
婚
活
に
、
あ
な

た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、

ど
こ
に
い
て
も
お
相
手
探
し
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
４
月
か
ら
は
、
Ａ
Ｉ
が
相

性
の
良
い
相
手
を
紹
介
し
て
く
れ

る
サ
ー
ビ
ス
も
始
ま
り
ま
す
。

　

登
録
に
は
「
ふ
く
い
婚
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
本
人
確
認

が
必
要
で
す
。

11
月
22
日
㈰
オ
ー
プ
ン

ふ
く
い
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ
▼
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
ビ
ル

４
階
（
福
井
市
中
央
１
‐
21
‐

37
）

開
所
日
時
▼
月
・
木
・
金
・
土
・

日
（
祝
日
、年
末
年
始
は
休
所
）

　

平
日　

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

　

土
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対　

象
▼
県
内
在
住
ま
た
は
お
勤

め
の
方
で
、今
後
県
内
に
定
住
・

移
住
す
る
予
定
の
、
自
ら
婚
活

の
努
力
を
す
る
意
思
の
あ
る
20

歳
以
上
の
独
身
男
女

登
録
料
▼
１
万
円
（
２
年
有
効
）

※
来
年
３
月
末
ま
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
は
５
０
０
０
円

出
張
登
録
会
を
開
催

と　

き
▼
12
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

定　

員
▼
５
人
（
先
着
順
）

ＡＩが導く　素敵な出会い

予
約
は
こ
ち
ら

（
11
月
22
日
か
ら
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で

簡
易
水
槽
と

子
ど
も
用
防
火
衣
を
整
備

　簡易水槽３基は、火災現場の
水源確保で有効に活用します。

　子ども用防火衣７着は、消火訓
練の体験で着用して活用します。

３
者
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

今
後
、
協
力
し
な
が
ら
市
民
の
見
守
り
活
動
や
、
市
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。10月19日　第一生命保険㈱と

包括連携協定を締結

10月26日　北陸電力㈱と北陸電力送配電㈱
と包括連携協定を締結

問ふくい婚活サポートセンター　☎0776問ふくい婚活サポートセンター　☎0776－－8989－－10861086
　福祉・児童課（すこやか内）　☎87－0777　福祉・児童課（すこやか内）　☎87－0777
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地
下
水
は
み
ん
な
の
財
産

冬
は
特
に
〝
節
水
〞
を

水
道
水
源
の
大
半
は
地
下
水

　

勝
山
市
は
、
良
好
な
水
質
で
あ
る
地
下

水
に
水
道
水
源
の
大
半
を
依
存
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
の
記
録
的
な
豪
雪
・
寒
波
で

は
、
地
下
水
位
の
低
下
に
よ
り
、
一
部
の

地
域
で
は
給
水
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
配
水
区
域
の
変
更
、
水

源
井
戸
の
更
新
・
洗
浄
・
観
測
井
戸
の
設

置
と
い
っ
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
大
き
な
１
つ
の
地
下
水
源
か
ら
、

　

各
自
が
使
用
し
て
い
る
水
道
水
や

井
戸
水
が
賄
わ
れ
て
い
る
」

　

水
道
水
源
の
保
全
の
た
め
に
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
地
下
水
は
市
民
全
体
の

財
産
で
あ
り
、
公
共
性
が
高
い
こ
と
を
認

識
い
た
だ
き
、
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

特
に
冬
の
消
雪
用
に
水
道
水
を
使
用
し

な
い
こ
と
、
地
下
水
も
使
用
を
極
力
控
え

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
な
ど
で
管
理
し
て
い
る

給
水
装
置
が
、
冬
期
間
に
破
裂
な
ど
の
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
今
の
う
ち
か
ら

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
水
の
協
力
要
請

　

観
測
井
戸
（
立
川
水
源
地
敷
地
内
）
の

水
位
が
一
定
の
基
準
を
下
回
っ
た
場
合
、

市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
所
に
対
し
、
条
例

に
基
づ
き
節
水
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

　

要
請
時
は
、
消
雪
に
水
道
水
や
井
戸
水

を
一
時
使
用
し
な
い
な
ど
節
水
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

節
水
の
方
法

•
日
頃
か
ら
、
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い

•
事
前
に
消
雪
装
置
の
点
検
を
行
い
、
散

水
ノ
ズ
ル
や
バ
ル
ブ
を
調
整
し
、
散
水

飛
距
離
を
減
ら
す

•
雪
が
止
ん
で
も
長
時
間
散
水
し
続
け
な

い
よ
う
に
、
降
雪
検
知
器
の
設
置
や
制

御
盤
の
適
正
な
設
定
を
行
う

問
上
下
水
道
課　

☎
88
‐
8
1
0
9

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
1
1
1
万
㎥
（
前

年
度
比
4
・
72
％
減
）、
給
水
収
益
は
1
億

5
3
9
6
万
円
（
前
年
度
比
6
・
01
％
減
）

と
な
り
、
給
水
量
、
給
水
収
益
と
も
前
年

度
を
下
回
り
ま
し
た
。

事
業
の
概
況

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し
て
安
全

で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図
る
た
め
、
勝
山

市
上
水
道
第
８
次
拡
張
事
業
変
更
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
拡
張
お
よ
び
改
良
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ
び
業
務

委
託
の
契
約
状
況
は
9
1
7
7
万
3
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
拡
張
事
業

〇
市
道
7
ー
59
号
線
ほ
か
配
水
補
助
管
布

設
工
事
（
本
町
3
丁
目
地
係
）

〇
主
要
地
方
道
勝
山
・
丸
岡
線
配
水
補
助

管
布
設
工
事
（
栄
町
3
丁
目
地
係
）

◆
改
良
事
業

〇
若
猪
野
水
源
地　

１
号
井
実
施
設
計
業

務
委
託
（
若
猪
野
地
係
）

〇
水
道
施
設
耐
震
化
・
更
新
計
画
業
務
委

託
（
元
町
１
丁
目
ほ
か
地
係
）

〇
牛
ヶ
谷
区
配
水
池　

水
位
計
更
新
工
事

（
野
向
町
牛
ヶ
谷
地
係
）

〇
立
川
水
源
地
３
号
井　

揚
水
管
更
新
工

事
（
立
川
町
２
丁
目
地
係
）

〇
立
川
水
源
地　

薬
注
盤
シ
ー
ケ
ン
サ
更

新
工
事
（
立
川
町
２
丁
目
地
係
）

〇
立
川
水
源
地　

空
調
設
備
更
新
工
事
（
立

川
町
２
丁
目
地
係
）

〇
市
道
７
ー
59
号
線
配
水
補
助
管
布
設
替

工
事
（
本
町
３
丁
目
地
係
）

〇
新
道
〜
境　

遠
方
監
視
設
備
更
新
工
事

（
荒
土
町
境
ほ
か
地
係
）

〇
若
猪
野
水
源
地　

１
号
井
さ
く
井
工
事

（
若
猪
野
地
係
）

〇
若
猪
野
水
源
地　

１
号
井
機
械
設
備
工

事
（
若
猪
野
地
係
）

〇
若
猪
野
水
源
地　

１
号
井
電
気
設
備
工

事
（
若
猪
野
地
係
）

〇
境
配
水
池　

配
水
流
量
計
更
新
工
事
（
荒

土
町
細
野
地
係
）

〇
法
恩
寺
浄
水
場
〜
中
継
ポ
ン
プ
場　

伝

送
装
置
更
新
工
事
（
１
７
０
字
奥
山
地

係
）

〇
地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
（
元
町
３
丁

目
地
係
）

〇
地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の
１
（
片

瀬
町
１
丁
目
地
係
）

〇
地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の
２
（
鹿

谷
町
西
光
寺
地
係
）

問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況
【
上
半
期
】

期
間
▼
令
和
2
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

観測井戸の
地下水位は
市ＨＰで公開
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
婚
活
サ
ポ
ー
ト

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
婚
活
サ
ポ
ー
ト

　

県
が
開
発
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
た
婚
活
に
、
あ
な

た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、

ど
こ
に
い
て
も
お
相
手
探
し
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
４
月
か
ら
は
、
Ａ
Ｉ
が
相

性
の
良
い
相
手
を
紹
介
し
て
く
れ

る
サ
ー
ビ
ス
も
始
ま
り
ま
す
。

　

登
録
に
は
「
ふ
く
い
婚
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
本
人
確
認

が
必
要
で
す
。

11
月
22
日
㈰
オ
ー
プ
ン

ふ
く
い
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ
▼
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
ビ
ル

４
階
（
福
井
市
中
央
１
‐
21
‐

37
）

開
所
日
時
▼
月
・
木
・
金
・
土
・

日
（
祝
日
、年
末
年
始
は
休
所
）

　

平
日　

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

　

土
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対　

象
▼
県
内
在
住
ま
た
は
お
勤

め
の
方
で
、今
後
県
内
に
定
住
・

移
住
す
る
予
定
の
、
自
ら
婚
活

の
努
力
を
す
る
意
思
の
あ
る
20

歳
以
上
の
独
身
男
女

登
録
料
▼
１
万
円
（
２
年
有
効
）

※
来
年
３
月
末
ま
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
は
５
０
０
０
円

出
張
登
録
会
を
開
催

と　

き
▼
12
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

定　

員
▼
５
人
（
先
着
順
）

ＡＩが導く　素敵な出会い

予
約
は
こ
ち
ら

（
11
月
22
日
か
ら
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で

簡
易
水
槽
と

子
ど
も
用
防
火
衣
を
整
備

　簡易水槽３基は、火災現場の
水源確保で有効に活用します。

　子ども用防火衣７着は、消火訓
練の体験で着用して活用します。

３
者
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

今
後
、
協
力
し
な
が
ら
市
民
の
見
守
り
活
動
や
、
市
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。10月19日　第一生命保険㈱と

包括連携協定を締結

10月26日　北陸電力㈱と北陸電力送配電㈱
と包括連携協定を締結

問ふくい婚活サポートセンター　☎0776問ふくい婚活サポートセンター　☎0776－－8989－－10861086
　福祉・児童課（すこやか内）　☎87－0777　福祉・児童課（すこやか内）　☎87－0777
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地
下
水
は
み
ん
な
の
財
産

冬
は
特
に
〝
節
水
〞
を

水
道
水
源
の
大
半
は
地
下
水

　

勝
山
市
は
、
良
好
な
水
質
で
あ
る
地
下

水
に
水
道
水
源
の
大
半
を
依
存
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
の
記
録
的
な
豪
雪
・
寒
波
で

は
、
地
下
水
位
の
低
下
に
よ
り
、
一
部
の

地
域
で
は
給
水
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
配
水
区
域
の
変
更
、
水

源
井
戸
の
更
新
・
洗
浄
・
観
測
井
戸
の
設

置
と
い
っ
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
大
き
な
１
つ
の
地
下
水
源
か
ら
、

　

各
自
が
使
用
し
て
い
る
水
道
水
や

井
戸
水
が
賄
わ
れ
て
い
る
」

　

水
道
水
源
の
保
全
の
た
め
に
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
地
下
水
は
市
民
全
体
の

財
産
で
あ
り
、
公
共
性
が
高
い
こ
と
を
認

識
い
た
だ
き
、
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

特
に
冬
の
消
雪
用
に
水
道
水
を
使
用
し

な
い
こ
と
、
地
下
水
も
使
用
を
極
力
控
え

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
な
ど
で
管
理
し
て
い
る

給
水
装
置
が
、
冬
期
間
に
破
裂
な
ど
の
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
今
の
う
ち
か
ら

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
水
の
協
力
要
請

　

観
測
井
戸
（
立
川
水
源
地
敷
地
内
）
の

水
位
が
一
定
の
基
準
を
下
回
っ
た
場
合
、

市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
所
に
対
し
、
条
例

に
基
づ
き
節
水
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

　

要
請
時
は
、
消
雪
に
水
道
水
や
井
戸
水

を
一
時
使
用
し
な
い
な
ど
節
水
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

節
水
の
方
法

•
日
頃
か
ら
、
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い

•
事
前
に
消
雪
装
置
の
点
検
を
行
い
、
散

水
ノ
ズ
ル
や
バ
ル
ブ
を
調
整
し
、
散
水

飛
距
離
を
減
ら
す

•
雪
が
止
ん
で
も
長
時
間
散
水
し
続
け
な

い
よ
う
に
、
降
雪
検
知
器
の
設
置
や
制

御
盤
の
適
正
な
設
定
を
行
う

問
上
下
水
道
課　

☎
88
‐
8
1
0
9

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
1
1
1
万
㎥
（
前

年
度
比
4
・
72
％
減
）、
給
水
収
益
は
1
億

5
3
9
6
万
円
（
前
年
度
比
6
・
01
％
減
）

と
な
り
、
給
水
量
、
給
水
収
益
と
も
前
年

度
を
下
回
り
ま
し
た
。

事
業
の
概
況

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し
て
安
全

で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図
る
た
め
、
勝
山

市
上
水
道
第
８
次
拡
張
事
業
変
更
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
拡
張
お
よ
び
改
良
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ
び
業
務

委
託
の
契
約
状
況
は
9
1
7
7
万
3
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
拡
張
事
業

〇
市
道
7
ー
59
号
線
ほ
か
配
水
補
助
管
布

設
工
事
（
本
町
3
丁
目
地
係
）

〇
主
要
地
方
道
勝
山
・
丸
岡
線
配
水
補
助

管
布
設
工
事
（
栄
町
3
丁
目
地
係
）

◆
改
良
事
業

〇
若
猪
野
水
源
地　

１
号
井
実
施
設
計
業

務
委
託
（
若
猪
野
地
係
）

〇
水
道
施
設
耐
震
化
・
更
新
計
画
業
務
委

託
（
元
町
１
丁
目
ほ
か
地
係
）

〇
牛
ヶ
谷
区
配
水
池　

水
位
計
更
新
工
事

（
野
向
町
牛
ヶ
谷
地
係
）

〇
立
川
水
源
地
３
号
井　

揚
水
管
更
新
工

事
（
立
川
町
２
丁
目
地
係
）

〇
立
川
水
源
地　

薬
注
盤
シ
ー
ケ
ン
サ
更

新
工
事
（
立
川
町
２
丁
目
地
係
）

〇
立
川
水
源
地　

空
調
設
備
更
新
工
事
（
立

川
町
２
丁
目
地
係
）

〇
市
道
７
ー
59
号
線
配
水
補
助
管
布
設
替

工
事
（
本
町
３
丁
目
地
係
）

〇
新
道
〜
境　

遠
方
監
視
設
備
更
新
工
事

（
荒
土
町
境
ほ
か
地
係
）

〇
若
猪
野
水
源
地　

１
号
井
さ
く
井
工
事

（
若
猪
野
地
係
）

〇
若
猪
野
水
源
地　

１
号
井
機
械
設
備
工

事
（
若
猪
野
地
係
）

〇
若
猪
野
水
源
地　

１
号
井
電
気
設
備
工

事
（
若
猪
野
地
係
）

〇
境
配
水
池　

配
水
流
量
計
更
新
工
事
（
荒

土
町
細
野
地
係
）

〇
法
恩
寺
浄
水
場
〜
中
継
ポ
ン
プ
場　

伝

送
装
置
更
新
工
事
（
１
７
０
字
奥
山
地

係
）

〇
地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
（
元
町
３
丁

目
地
係
）

〇
地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の
１
（
片

瀬
町
１
丁
目
地
係
）

〇
地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の
２
（
鹿

谷
町
西
光
寺
地
係
）

問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況
【
上
半
期
】

期
間
▼
令
和
2
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

観測井戸の
地下水位は
市ＨＰで公開
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一面のコスモスが野向町を彩る
■10月11日　野向町薬師神谷周辺

クマ出没の備え　万全に
■10月14日　遅羽町千代田周辺

　のむきコスモスまつりが開かれ、敷地内に咲いた
50万本のコスモスが来場者を喜ばせました。会場に
は家族連れやカメラ愛好家が多数訪れ、コスモス畑を
走る人力車や風景を楽しむ人で賑わいました。

　クマの出没多発を受け、勝山市、勝山警察署、猟
友会が初の合同訓練を行いました。訓練では、道具
の使い方や市街地でクマが出た場合の連携を確認し
ました。

もしもの事故に備えて
■10月25日　えちぜん鉄道勝山駅周辺　ほか

恐竜マスク　作ってみてね
■11月4日　南こども園

　電車と乗用車の衝突事故を想定した勝山市集団災
害訓練を開催。大野市、永平寺町の各消防本部や市
医師会、福井DMAT隊、勝山警察署なども参加し、
負傷者の救出救助・応援救護訓練を行いました。

　「Ｍ'ｓかっちゃま恐竜の里工房」が、勝山市新型
コロナウイルス感染症対策事業補助金を利用して開
発した、恐竜マスク制作キット約300セットを市内
の小学校1年生と5歳児に配布しました。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
、
平
成

25
年
４
月
１
日
か
ら
定
期
接
種
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
が
報
告

さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
を
否
定
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
は
「
定
期
接
種
を
積

極
的
に
勧
奨
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
、
当
市
に

お
い
て
も
積
極
的
な
接
種
を
勧
め
る
こ
と
を
差
し

控
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
接
種
を
中
止
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
長
寿
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対　
　

象
▼
小
学
校
６
年
〜
高
校
１
年
の
女
子

接
種
回
数
▼
３
回
（
約
６
か
月
の
期
間
が
必
要
）

費　
　

用
▼
無
料

　

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
厚
生
労
働
省
作
成
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

厚生労働省
ホームページ
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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

金
賞
▼
寺
本
愛
咲
（
鹿
谷
5
）

須
見
日
香
莉
（
荒
土
1
）

銀
賞
▼
森
彩
音
（
勝
山
中
部
3
）

伊
藤
柚
月
（
三
室
5
）
笠
川
雪

乃
（
北
郷
5
）
鈴
木
悠
（
荒
土

3
）
長
尾
理
愛
（
荒
土
3
）
斎

藤
瑞
生
（
三
室
2
）
松
山
彪
真

（
三
室
2
）
松
井
彩
乃
（
成
器

西
2
）
反
保
閏
政
（
荒
土
1
）

銅
賞
▼
木
下
ゆ
き
（
勝
山
北
部
2
）

酒
井
美
和
（
三
室
6
）
酒
井
実

咲
（
成
器
南
5
）
平
島
孝
明
（
三

室
5
）
小
池
花
栞
（
三
室
4
）

水
上
明
里
（
荒
土
3
）
渡
優
奈

（
荒
土
3
）
石
井
夢
希
斗
（
荒

土
3
）
竹
内
碧
（
成
器
西
2
）

江
口
和
真
（
成
器
西
2
）
松
村

陽
道
（
成
器
西
2
）
中
沢
咲
妃

（
成
器
西
2
）
倉
田
歩
果
（
成

器
西
2
）
坂
井
健
人
（
三
室
2
）

伊
藤
優
莉
（
三
室
2
）
浦
井
寛

太
（
三
室
2
）
織
田
活
世
（
成

器
西
1
）
福
岡
優
真
（
成
器
西

1
）
加
藤
大
志
（
成
器
西
1
）

石
井
颯
冴
（
荒
土
1
）
源
藤
甲

斐
斗
（
荒
土
1
）
丹
後
遼
哉
（
荒

土
1
）
川
端
雪
那
（
荒
土
1
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

金
賞
▼
加
藤
千
代
路
（
村
岡
6
）

小
山
光
琉
（
鹿
谷
5
）
玉
村
雅

美
（
村
岡
4
）
近
藤
歩
夢
（
荒

土
1
）
中
沢
梓
咲
（
き
た
こ
・

年
長
）
米
村
洋
哉
（
し
ろ
き
こ
・

年
中
）

銀
賞
▼
門
咲
良
（
村
岡
6
）
中
村

琴
音（
村
岡
6
）山
田
紅
留
実（
成

器
西
5
）
酒
井
亜
美
（
三
室
4
）

田
中
秀
和
（
北
郷
3
）
木
下
士

道
（
北
郷
2
）
古
島
琉
葵
（
成

器
西
1
）
千
京
大
悟
（
平
泉
寺

1
）
廣
田
旺
介
（
鹿
谷
保・年
長
）

齋
藤
未
佳（
ケ
イ
テ
ー
保・年
中
）

榊
原
穂
香
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）

銅
賞
▼
嶋
田
圭
悟
（
村
岡
6
）
竹

内
咲
葵
（
村
岡
6
）
中
村
颯
華

（
村
岡
6
）
後
藤
ま
い
（
鹿
谷

5
）
林
羚
央
奈
（
成
器
西
5
）

松
村
勘
太
朗
（
鹿
谷
5
）
金
本

侑
梨
愛
（
成
器
南
4
）
島
田
英

虎
（
北
郷
4
）
松
村
遼
太
朗
（
鹿

谷
4
）
森
下
り
の
（
成
器
南

4
）
宇
佐
美
凱
士
（
鹿
谷
3
）

杖
谷
彩
花
（
鹿
谷
3
）
川
村
碧

葦
（
北
郷
3
）
山
口
大
杜
（
鹿

谷
3
）
石
川
音
羽
（
北
郷
2
）

尾
田
海
春
（
成
器
西
2
）
義
野

晴
（
成
器
西
2
）
反
保
明
花
梨

（
成
器
南
2
）
島
田
尭
明
（
荒

土
1
）
須
見
日
香
莉
（
荒
土

1
）
牧
野
心
愛
（
成
器
南
1
）

伊
藤
美
礼
（
し
ろ
き
こ
・
年
長
）

小
田
煌
月（
ケ
イ
テ
ー
保・年
長
）

上
山
啓
志
（
平
泉
寺
保
・
年
長
）

市
原
帆
高
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）

近
藤
一
琉
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）

長
谷
川
穂（
ケ
イ
テ
ー
保・年
中
）

※
金
・
銀
・
銅
賞
は
、
市
内
入
賞

者
の
み
掲
載

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
お
城
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

恐竜博物館賞
佐伯碧惟

（千秋南小学校3）

市長賞
東野晃士（成器西5）

金
賞
▼
中
村
誠
吾
（
平
泉
寺
2
）

米
村
茉
歩
（
き
た
こ
・
年
長
）

銀
賞
▼
山
田
帆
夏
（
成
器
西
6
）

内
田
紫
月
（
成
器
西
3
）
田
中

秀
和（
北
郷
3
）福
野
亮
剛（
し

ろ
き
こ
・
年
長
）
伊
藤
人
志
（
し

ろ
き
こ
・
年
中
）

銅
賞
▼
野
村
映
介
（
成
器
南
3
）

江
口
和
真
（
成
器
西
2
）
田
中

咲
希
（
北
郷
わ
し
の
こ
保
・
年

長
）
榊
原
穂
香
（
し
ろ
き
こ
・

年
中
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

12月4日～ 10日は「人権週間」

人権問題は「誰か」のことじゃない人権問題は「誰か」のことじゃない
　時代が変わっても、いまだに、子ど
もへの虐待やいじめ、偏見や差別、ハ
ラスメントなど様々な人権問題が発生
しています。
　また、スマートフォンの普及とあい
まって、インターネット上での誹謗中
傷などが急増しています。
　これらの人権問題を解決するために
も、「誰か」のことではなく、自分自
身のこととして捉え、みんなで一緒に
考えていきましょう。
　市内で開催予定の右記の催しにもぜ
ひ足を運んでみてください。
問未来創造課　☎88－1115

人権お困り相談
と　き▶12月2日㈬・16日㈬
　　　　午前9時～ 11時30分
ところ▶教育会館　蘭・桜の間
人権擁護委員による街頭啓発
と　き▶12月3日㈭
　　　　午前11時～　
ところ▶勝山サンプラザ
人権パネル展
と　き▶12月1日㈫～ 16日㈬
ところ▶教育会館
人権図書PRコーナー
と　き▶12月1日㈫～ 20日㈰
ところ▶市立図書館

敵は人ではなくウイルスです。
新型コロナウイルスに関連した偏見や差別は絶対にやめましょう！
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一面のコスモスが野向町を彩る
■10月11日　野向町薬師神谷周辺

クマ出没の備え　万全に
■10月14日　遅羽町千代田周辺

　のむきコスモスまつりが開かれ、敷地内に咲いた
50万本のコスモスが来場者を喜ばせました。会場に
は家族連れやカメラ愛好家が多数訪れ、コスモス畑を
走る人力車や風景を楽しむ人で賑わいました。

　クマの出没多発を受け、勝山市、勝山警察署、猟
友会が初の合同訓練を行いました。訓練では、道具
の使い方や市街地でクマが出た場合の連携を確認し
ました。

もしもの事故に備えて
■10月25日　えちぜん鉄道勝山駅周辺　ほか

恐竜マスク　作ってみてね
■11月4日　南こども園

　電車と乗用車の衝突事故を想定した勝山市集団災
害訓練を開催。大野市、永平寺町の各消防本部や市
医師会、福井DMAT隊、勝山警察署なども参加し、
負傷者の救出救助・応援救護訓練を行いました。

　「Ｍ'ｓかっちゃま恐竜の里工房」が、勝山市新型
コロナウイルス感染症対策事業補助金を利用して開
発した、恐竜マスク制作キット約300セットを市内
の小学校1年生と5歳児に配布しました。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
、
平
成

25
年
４
月
１
日
か
ら
定
期
接
種
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
が
報
告

さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
を
否
定
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
は
「
定
期
接
種
を
積

極
的
に
勧
奨
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
、
当
市
に

お
い
て
も
積
極
的
な
接
種
を
勧
め
る
こ
と
を
差
し

控
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
接
種
を
中
止
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
長
寿
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対　
　

象
▼
小
学
校
６
年
〜
高
校
１
年
の
女
子

接
種
回
数
▼
３
回
（
約
６
か
月
の
期
間
が
必
要
）

費　
　

用
▼
無
料

　

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
厚
生
労
働
省
作
成
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

厚生労働省
ホームページ
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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

金
賞
▼
寺
本
愛
咲
（
鹿
谷
5
）

須
見
日
香
莉
（
荒
土
1
）

銀
賞
▼
森
彩
音
（
勝
山
中
部
3
）

伊
藤
柚
月
（
三
室
5
）
笠
川
雪

乃
（
北
郷
5
）
鈴
木
悠
（
荒
土

3
）
長
尾
理
愛
（
荒
土
3
）
斎

藤
瑞
生
（
三
室
2
）
松
山
彪
真

（
三
室
2
）
松
井
彩
乃
（
成
器

西
2
）
反
保
閏
政
（
荒
土
1
）

銅
賞
▼
木
下
ゆ
き
（
勝
山
北
部
2
）

酒
井
美
和
（
三
室
6
）
酒
井
実

咲
（
成
器
南
5
）
平
島
孝
明
（
三

室
5
）
小
池
花
栞
（
三
室
4
）

水
上
明
里
（
荒
土
3
）
渡
優
奈

（
荒
土
3
）
石
井
夢
希
斗
（
荒

土
3
）
竹
内
碧
（
成
器
西
2
）

江
口
和
真
（
成
器
西
2
）
松
村

陽
道
（
成
器
西
2
）
中
沢
咲
妃

（
成
器
西
2
）
倉
田
歩
果
（
成

器
西
2
）
坂
井
健
人
（
三
室
2
）

伊
藤
優
莉
（
三
室
2
）
浦
井
寛

太
（
三
室
2
）
織
田
活
世
（
成

器
西
1
）
福
岡
優
真
（
成
器
西

1
）
加
藤
大
志
（
成
器
西
1
）

石
井
颯
冴
（
荒
土
1
）
源
藤
甲

斐
斗
（
荒
土
1
）
丹
後
遼
哉
（
荒

土
1
）
川
端
雪
那
（
荒
土
1
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

金
賞
▼
加
藤
千
代
路
（
村
岡
6
）

小
山
光
琉
（
鹿
谷
5
）
玉
村
雅

美
（
村
岡
4
）
近
藤
歩
夢
（
荒

土
1
）
中
沢
梓
咲
（
き
た
こ
・

年
長
）
米
村
洋
哉
（
し
ろ
き
こ
・

年
中
）

銀
賞
▼
門
咲
良
（
村
岡
6
）
中
村

琴
音（
村
岡
6
）山
田
紅
留
実（
成

器
西
5
）
酒
井
亜
美
（
三
室
4
）

田
中
秀
和
（
北
郷
3
）
木
下
士

道
（
北
郷
2
）
古
島
琉
葵
（
成

器
西
1
）
千
京
大
悟
（
平
泉
寺

1
）
廣
田
旺
介
（
鹿
谷
保・年
長
）

齋
藤
未
佳（
ケ
イ
テ
ー
保・年
中
）

榊
原
穂
香
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）

銅
賞
▼
嶋
田
圭
悟
（
村
岡
6
）
竹

内
咲
葵
（
村
岡
6
）
中
村
颯
華

（
村
岡
6
）
後
藤
ま
い
（
鹿
谷

5
）
林
羚
央
奈
（
成
器
西
5
）

松
村
勘
太
朗
（
鹿
谷
5
）
金
本

侑
梨
愛
（
成
器
南
4
）
島
田
英

虎
（
北
郷
4
）
松
村
遼
太
朗
（
鹿

谷
4
）
森
下
り
の
（
成
器
南

4
）
宇
佐
美
凱
士
（
鹿
谷
3
）

杖
谷
彩
花
（
鹿
谷
3
）
川
村
碧

葦
（
北
郷
3
）
山
口
大
杜
（
鹿

谷
3
）
石
川
音
羽
（
北
郷
2
）

尾
田
海
春
（
成
器
西
2
）
義
野

晴
（
成
器
西
2
）
反
保
明
花
梨

（
成
器
南
2
）
島
田
尭
明
（
荒

土
1
）
須
見
日
香
莉
（
荒
土

1
）
牧
野
心
愛
（
成
器
南
1
）

伊
藤
美
礼
（
し
ろ
き
こ
・
年
長
）

小
田
煌
月（
ケ
イ
テ
ー
保・年
長
）

上
山
啓
志
（
平
泉
寺
保
・
年
長
）

市
原
帆
高
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）

近
藤
一
琉
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）

長
谷
川
穂（
ケ
イ
テ
ー
保・年
中
）

※
金
・
銀
・
銅
賞
は
、
市
内
入
賞

者
の
み
掲
載

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
お
城
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

恐竜博物館賞
佐伯碧惟

（千秋南小学校3）

市長賞
東野晃士（成器西5）

金
賞
▼
中
村
誠
吾
（
平
泉
寺
2
）

米
村
茉
歩
（
き
た
こ
・
年
長
）

銀
賞
▼
山
田
帆
夏
（
成
器
西
6
）

内
田
紫
月
（
成
器
西
3
）
田
中

秀
和（
北
郷
3
）福
野
亮
剛（
し

ろ
き
こ
・
年
長
）
伊
藤
人
志
（
し

ろ
き
こ
・
年
中
）

銅
賞
▼
野
村
映
介
（
成
器
南
3
）

江
口
和
真
（
成
器
西
2
）
田
中

咲
希
（
北
郷
わ
し
の
こ
保
・
年

長
）
榊
原
穂
香
（
し
ろ
き
こ
・

年
中
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

12月4日～ 10日は「人権週間」

人権問題は「誰か」のことじゃない人権問題は「誰か」のことじゃない
　時代が変わっても、いまだに、子ど
もへの虐待やいじめ、偏見や差別、ハ
ラスメントなど様々な人権問題が発生
しています。
　また、スマートフォンの普及とあい
まって、インターネット上での誹謗中
傷などが急増しています。
　これらの人権問題を解決するために
も、「誰か」のことではなく、自分自
身のこととして捉え、みんなで一緒に
考えていきましょう。
　市内で開催予定の右記の催しにもぜ
ひ足を運んでみてください。
問未来創造課　☎88－1115

人権お困り相談
と　き▶12月2日㈬・16日㈬
　　　　午前9時～ 11時30分
ところ▶教育会館　蘭・桜の間
人権擁護委員による街頭啓発
と　き▶12月3日㈭
　　　　午前11時～　
ところ▶勝山サンプラザ
人権パネル展
と　き▶12月1日㈫～ 16日㈬
ところ▶教育会館
人権図書PRコーナー
と　き▶12月1日㈫～ 20日㈰
ところ▶市立図書館

敵は人ではなくウイルスです。
新型コロナウイルスに関連した偏見や差別は絶対にやめましょう！
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なかむら

村 優
ゆう

斗
と

さん（23歳）

＝旭毛屋町＝

　

地
質
調
査
の
三
種
の
神
器
と
い
え
ば

ハ
ン
マ
ー
、
ク
リ
ノ
メ
ー
タ
ー
、
ル
ー

ペ
が
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ハ
ン
マ
ー
▼
岩
石
の
風
化
面
を
取
り
除

く
、
サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
る

ク
リ
ノ
メ
ー
タ
ー
▼
地
層
の
傾
き
な
ど

を
調
べ
る
（
方
位
磁
石
付
き
）

ル
ー
ペ
▼
岩
石
の
断
面
や
化
石
を
拡
大

す
る

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
地
形
図
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
（
野や

帳ち
ょ
う）
も
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
質
調
査
で

は
、
観
察
し
た
事
柄
を
フ
ィ
ー
ル
ド

ノ
ー
ト
に
記
録
し
、
地
形
図
上
に
そ
の

場
所
を
プ
ロ
ッ
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
地
質
図
を
つ

く
っ
た
り
、
論
文
を
書
く
と
き
に
と
て

も
大
切
な
基
礎
情
報
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　

こ
ん
な

こ
と
を
書

い
た
の

は
、
も
ち

ろ
ん
皆
さ

ん
に
地
質

調
査
を
し

て
も
ら
お

う
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に

日
々
の
気
づ
き
を
書
き
留
め
て
お
く

と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
、
あ
な
た

自
身
の
宝
物
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
書

く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
い

つ
」「
ど
こ
で
」「
な
に
を
見
た
」

を
書
き
留
め
る
こ
と

　

日
々
の
散
歩
に
し
て
も
、

意
識
し
て
歩
く
こ
と
で
、
何

か
新
し
い
も
の
を
見
つ
け
よ
う
と
周
囲

を
よ
り
注
意
深
く
見
る
力
が
つ
い
て
き

ま
す
。
よ
く
あ
る
の
が
、
何
か
よ
く
分

か
ら
な
い
も
の
を
見
つ
け
る
ケ
ー
ス
で

す
。
例
え
ば
、
見
た
こ
と
な
い
昆
虫
や

花
を
見
つ
け
る
な
ど
な
ど
。

　

そ
ん
な
場
合
は
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、

ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
、
そ
れ
ら
の
特
徴

を
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん

で
、
ぜ
ひ
そ
れ
が
何
と
い
う
名
前
な
の

か
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

生
き
物
に
限
ら
ず
、
今
ま
で
気
づ
か

な
か
っ
た
小
さ
な
路
地
や
看
板
、
石
柱

な
ん
か
に
気
が
つ
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
と
、
ぜ
ひ
岩
石
や
地
層
に
も
注

目
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
ぼ
く
と
し
て
は

嬉
し
い
で
す
。（
笑
）

　

分
か
ら
な
い
も
の
に
巡
り
会
っ
た

ら
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
球
、
も
っ
と
狭
い
範
囲
の
地
域
も

同
じ
で
す
が
、
注
意
深
く
見
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
好
奇
心
を
駆
り
立
て
て
く

れ
る
宝
物
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
手
に
外

に
出
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課

☎
88
‐
8
1
2
6

－第47回－　フィールドノート（野帳）のすゝめ－第47回－　フィールドノート（野帳）のすゝめ

町の学生時代のフィールドノート

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク担当職員　町　澄秋

皆さんに親しまれる
理容店を目指す
　第30回目は、祖母が経営する
中村理容店を継ぐため、今年の
7月に大阪府からIターンした中
村さんにお話を伺いました。
▶ Iターンしたきっかけは？
　祖母が高齢となり体力的に経
営が難しくなってきたことを
きっかけに勝山で働くことを考
え始めました。
　大阪の理容店で指名が伸びて
いたため、まだ数年は大阪で働
きたいという気持ちもありまし
たが、もともと都会より田舎の
ゆったりとした雰囲気が好きと
いうこともあり、理容店を継ぐ
決意をしました。
▶勝山での仕事はいかがですか？
　理容店を経営していけるか不

安はありますが、祖母はもちろ
ん、理容組合や地域の方が優し
く支援してくださり、とても感
謝しています。
　お客さまからも、勝山のこと
をいろいろ教えていただけ、と
てもありがたく思っています。
　当初は、勝山弁にとまどうこ
ともありましたが、それも含め
てとても楽しめています。
　お客さまに親しまれる理髪店
を目指し、技術を磨き、経営も
がんばっていきたいと思います。
▶ 勝山での生活はいかがですか？
　小さいころ、正月や夏休みな
ど何度か勝山を訪れていたの
で、あまり違和感なく暮らせて
います。

　クマの広報車には少し驚きま
したが、勝山は静かでとても落
ち着きます。
　これから冬の時期になるの
で、雪囲いや雪かきなど不安も
大きいですが楽しんでやってい
きたいと思います。
▶ 今後やりたいことは？
　亡くなった祖父は、福井県内
でも有名な理容師だったと聞い
ています。そんな祖父に負けな
いよう、頑張っていきたいと思
います。
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幼稚園児の絵画展
　成器南幼稚園の皆さんが、画用紙からはみ出
さんばかりに元気いっぱいに描いた、色彩鮮や
かな絵画展です。どうぞお楽しみください。
展示期間▶11月16日㈪～ 29日㈰
阿部照伸さんの手作りマスク作品展
　　新型コロナウィルス感染防止のために作り
始めた「マスク」を展示します。アイデア満載
のワンポイントにご注目ください。
展示期間▶11月30日㈪～ 12月13日㈰
※ 12日㈯・13日㈰はマスクの販売会が開催され
ますので、お気に入りをお求めください。収益
は全額「歳末助け合い募金」に寄附されます
問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800

件数内訳 令和２年10月末 前年比

総件数 ２４２件 －８３件

人身事故
（うち高齢者）

１３件
（６）

＋２件
（＋４）

死　者
（うち高齢者）

４人
（３）

＋４人
（＋３）

傷　者 １１人 －１人

物損事故 ２２９件 －８５件

11月の納税

９月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 10月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,804人 10 －10 0 10 －14 －4 10,800人 －4人
女 11,846人 6 －16 －10 10 －11 －1 11,835人 －11人
合　計 22,650人 16 －26 －10 20 －25 －5 22,635人 －15人
世帯数 7,979世帯 7,977世帯 －2世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第3期
納期限▶11月30日㈪　口座振替▶11月26日㈭

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

いいききいいきき★★健康長寿健康長寿

問 高齢者の総合相談窓口　地域包括支援センター
「やすらぎ」（すこやか内）☎87 ｰ 0900

　人との交流や体を動かすことを楽しみましょう。
と　き▶毎月①・②のいずれか（月１回/人）
　　　　 ①第３水曜日　②第３木曜日
　　　　午前10時～ 11時15分
ところ▶湯ったり勝山　
※ 湯ったり勝山は、教室開催日以外は長期休業中です
内　容▶体操、講座、レクレーション
対　象▶ 65歳以上の方で要介護認定を受けていな

い方
持ち物▶水分、汗拭きタオル　定員▶10人

介護予防教室「いきいきサロン」に介護予防教室「いきいきサロン」に
ご参加ください（要申込）ご参加ください（要申込）

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー

正
し
い
知
識
で

正
し
い
知
識
で

ス
ト
レ
ス
削
減
！

ス
ト
レ
ス
削
減
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
不

安
や
心
配
か
ら
過
度
な
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
過
度
な

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
安
で
眠
れ
な
い
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
な
ど
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
相
談
会
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
も
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

申
・
問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
8
8
8

講
演
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

正
し
く
知
ろ
う
（
仮
）

と　

き
▼
11
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル　

講　

師
▼
山
村　

修　

先
生
（
福
井
大

学
医
学
部
地
域
医
療
推
進
講
座
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
で
き
ま
す

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

◆
す
こ
や
か
健
康
相
談
会

　

保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談
会
で
す
。

と　

き
▼
毎
週
水
曜　

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時

◆
無
料
ス
ト
レ
ス
相
談
会

　

専
門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

相
談
会
で
す
。

と　

き
▼
11
月
26
日
㈭

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
も
で
き
ま
す

メンタルヘルス・
ポータルサイト
「こころの耳」

オンラインでの
講演参加・スト
レス相談の申込
はこちら
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たが、もともと都会より田舎の
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決意をしました。
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く支援してくださり、とても感
謝しています。
　お客さまからも、勝山のこと
をいろいろ教えていただけ、と
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　当初は、勝山弁にとまどうこ
ともありましたが、それも含め
てとても楽しめています。
　お客さまに親しまれる理髪店
を目指し、技術を磨き、経営も
がんばっていきたいと思います。
▶ 勝山での生活はいかがですか？
　小さいころ、正月や夏休みな
ど何度か勝山を訪れていたの
で、あまり違和感なく暮らせて
います。

　クマの広報車には少し驚きま
したが、勝山は静かでとても落
ち着きます。
　これから冬の時期になるの
で、雪囲いや雪かきなど不安も
大きいですが楽しんでやってい
きたいと思います。
▶ 今後やりたいことは？
　亡くなった祖父は、福井県内
でも有名な理容師だったと聞い
ています。そんな祖父に負けな
いよう、頑張っていきたいと思
います。
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幼稚園児の絵画展
　成器南幼稚園の皆さんが、画用紙からはみ出
さんばかりに元気いっぱいに描いた、色彩鮮や
かな絵画展です。どうぞお楽しみください。
展示期間▶11月16日㈪～ 29日㈰
阿部照伸さんの手作りマスク作品展
　　新型コロナウィルス感染防止のために作り
始めた「マスク」を展示します。アイデア満載
のワンポイントにご注目ください。
展示期間▶11月30日㈪～ 12月13日㈰
※ 12日㈯・13日㈰はマスクの販売会が開催され
ますので、お気に入りをお求めください。収益
は全額「歳末助け合い募金」に寄附されます
問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800

件数内訳 令和２年10月末 前年比

総件数 ２４２件 －８３件

人身事故
（うち高齢者）

１３件
（６）

＋２件
（＋４）

死　者
（うち高齢者）

４人
（３）

＋４人
（＋３）

傷　者 １１人 －１人

物損事故 ２２９件 －８５件

11月の納税

９月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 10月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,804人 10 －10 0 10 －14 －4 10,800人 －4人
女 11,846人 6 －16 －10 10 －11 －1 11,835人 －11人
合　計 22,650人 16 －26 －10 20 －25 －5 22,635人 －15人
世帯数 7,979世帯 7,977世帯 －2世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第3期
納期限▶11月30日㈪　口座振替▶11月26日㈭

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

いいききいいきき★★健康長寿健康長寿

問 高齢者の総合相談窓口　地域包括支援センター
「やすらぎ」（すこやか内）☎87 ｰ 0900

　人との交流や体を動かすことを楽しみましょう。
と　き▶毎月①・②のいずれか（月１回/人）
　　　　 ①第３水曜日　②第３木曜日
　　　　午前10時～ 11時15分
ところ▶湯ったり勝山　
※ 湯ったり勝山は、教室開催日以外は長期休業中です
内　容▶体操、講座、レクレーション
対　象▶ 65歳以上の方で要介護認定を受けていな

い方
持ち物▶水分、汗拭きタオル　定員▶10人

介護予防教室「いきいきサロン」に介護予防教室「いきいきサロン」に
ご参加ください（要申込）ご参加ください（要申込）

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー
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「ベランダの
秘密基地」

～しゃべる猫と、
家族のカタチ～

「雨の日の
地下トンネル」

「どうして僕たちは、
　あんな働き方を
していたんだろう?」
～古い「仕事のやり方」
を変える30の方法～

木村　色吹／著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

鎌田　歩／作
アリス館

河野　英太郎／著
ダイヤモンド社

突如動物たちが言葉を話しはじめ、高
校１年生のカケルの猫たちもしゃべ
りだす。国はしゃべる動物の回収を
決定。カケルはベランダに秘密基地
を作り、クラスの女子・井上さんと
ともに猫たちを守ることを決めて…。

雨が降っています。庭に降った雨水が
土の中へしみ込み、屋根の上に降った
雨水は、雨どいを伝って家の排水溝に
流れ込みます。排水溝から道路の下へ
流れた雨水は、「雨水管」に集められ
て…。雨からまちを守る秘密のトンネ
ルを紹介します。

どうして、あんなに「ハンコ」にこ
だわっていたんだろう？　どうして、
「転勤命令」に従っていたんだろう？　
過去の働き方をＢｅｆｏｒｅ／Ａｆ
ｔｅｒのストーリー形式で描き、ど
うすれば古い働き方を変えられるか
を紹介する。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

ふるさと勝山の
PR動画を配信中
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